
 

安全保障法制‐何が変わるのか 
何を変えようとしているのか 

 

 ２０１５年９月１９日、「安全保障関連法」が成立しました。「国民の命と平和な暮らしを守り抜くために必要な

法制」として、１０の法律改正と１つの新法を一括採決したものでした。世論調査では反対が賛成を上回って

いましたので、日本中が注視し、関心を持っていた方も多いと思います。 

  政府自身が戦後一貫して認めてこなかった集団的自衛権を一内閣の閣議決定で解釈変更し、その行

使を具体化する安保法案は、政府与党が推薦する憲法学者も憲法違反と断じたものでした。元内閣法制

局長官や元最高裁長官までも違憲と評し、憲法学者をはじめとした専門家や高校生、大学生、仕事帰りの

人々など幅広い世代が、国会前や全国各地で立憲主義に反す暴挙と声を上げ、大きなうねりとなりました。 

他国で武力行使ができる「普通の国」となった日本。法案成立後「これから丁寧に説明していく」という政

府。首相は、「時がたてば理解が広がる」とも言っています。 

安保法制は、現代の日本においてどのような意味をもつのか、法案審議、政府・首相の対応をあらため

て振り返りつつ、いま何が起きているのか、ご一緒に考えませんか。 

市民の方の参加も歓迎します。（事前申込不要・参加費不要） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

汪 珍 氏 

 

 

 

 

 

 

 

 

神戸学院大学法学部主催 第 18 回文化相互理解シンポジウム 

『国際交流の理論と実践』 
 
神戸学院大学法学部では、世界における文化の多様性と共通性を理解するという観点から、シン

ポジウムを開催してきました。今回は、名古屋大学グローバルメディア研究センター准教授の井原

伸浩氏と、ダンサー・振付師として活躍されている宮原千尋さんを講師としてお招きし、『国際交流

の理論と実践』をテーマにご講演いただきます。井原伸浩氏には、主に国際交流の理論と歴史につい

て、宮原千尋さんには、主に国際交流の実践についてそれぞれお話しいただきます。また、神戸学院

大学法学部が行っている日韓中の三カ国による大学間交流事業についてもご紹介します。 

    

日 時 ： ２０２０年１月９日（木）１１：１５～ 

場 所 ： 神戸学院大学ポートアイランドキャンパス Ｂ号館 2 階 

Ｂ２１０講義室 

講 師 ： 井原伸浩 氏（名古屋大学大学院情報学研究科附属グローバルメディア研究センター准教授） 

宮原千尋 氏（ダンサー、ダンス講師、振付師） 

 対 象 ： どなたでも参加いただけます（事前申込不要・参加費無料）  

 

 

 

 

  

            

 

                                                    

主催 神戸学院大学法学部（担当：岩田将幸教授） 

問合せ先：神戸学院大学 法学部長室（078-974-4543） 

 

＜講師紹介＞ 
 
〇井原伸浩（いはらのぶひろ） 
現在、名古屋大学大学院情報学研究科附属グローバルメディア研究センター准教授。2010 年にメルボ

ルン大学（社会・政治科学研究科）にて Ph.D.取得後、2011 年に神戸大学法学部学術推進研究員、さら

に同大学法学部特命講師を経て、2014 年、名古屋大学大学院国際言語文化研究科准教授に就任、2017

年より現職、現在に至る。専門は、国際関係論、国際関係史。最近の研究テーマは、東南アジアを対象と

した日本のパブリック・ディプロマシー史。 
 

〇宮原千尋（みやはらちひろ） 
1992 年生まれ。神戸市出身。3 歳よりクラシックバレエを始める。2005 年 AIS BALLET JAPAN

本科へ入学、専科を経て、2011年卒業。2012年にポーランドのグダニスク州立Baltic Dance Theater

に入団し、欧州各国にて数々の講演やイベントに参加。2013 年にデンマークの Copenhagen 

Contemporary Dance school Post Graduate Program にて学び、その後は、国内外にてパフォー

マーや振付師として活躍すると同時に、数々の企画にも携わっている。また、国際交流の一環として、

2016 年よりベトナムと日本のダンス交流活動に取り組んでおり、現地ダンサーとの共同制作作品をホ

ーチミン市および日本国内で発表している。 


